
事例の名称：明治大学中野キャンパス整備計画ＣＭ業務

事例の所在地 東京都中野区中野 4-21-1

発注者 学校法人 明治大学

応募者 株式会社 松田平田設計

業務期間 2010 年 3月～2013 年 5月

【プロジェクトの概要】

・敷地面積：16,144.46㎡
・建築面積： 4,294.97㎡
・延べ面積：32,180.51㎡
・構造：Ｓ造一部RC/SRC造
・階数：地上14階 地下1階
・用途： 大 学
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事例の名称：明治大学中野キャンパス整備計画ＣＭ業務

【プロジェクトの取り組み体制】

≪プロジェクト組織図≫

【プロジェクト目標と達成度】

【建設生産システムへの関与】

発注者側の推進主体部署がＣＭｒと一体となってプロジェクトを推進

発注者側の技術者とＣＭｒの協力体制、ＣＭチームの専門技術者配置

ＱＱＱuality １．品 質 ―要求事項の実現

ＣＣＣost ２．コスト ―機能の維持と予算の遵守

ＤＤＤelivery Time ３．工期 ―開校期日の遵守

定例会議等

設計変更
発生の確認

ＣＭｒ
設計変更

整理・確認シート
の作成

設計変更承認機関

ＣＭｒ
設計変更

整理・確認シート
による報告

協議会
設計変更の承認

変更・変化への対応 ― 機関決定の都度実施により遅延・手戻りを防止

設計ＶＥの提案による機能と予算順守の両立

外装のＶＥ・ＣＤ提案

施工者選定方法の工夫による更なるコストダウン

杭撤去新工法等の提案による工期・工事費の軽減

要求事項の整理・明確化

各設計段階の要求事項確認

設計者のｺﾝｾﾌﾟﾄによる最終ﾃﾞｻﾞｲﾝＣＭｒによる初期のｺﾝｾﾌﾟﾄ案

デザインコンセプト策定支援

＜キーワード＞
◆ 透明性の確保 ―施工者選定プロセスの透明化

＋
◆ コスト縮減 ―予定価格の遵守
◆ 短工期 ―Ｈ25 年 1 月竣工
◆ 高品質 ―明治大学第４のキャンパス

品質とｱﾌﾀｰｹｱを考慮した発注形式 ―分離発注

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを保つ施工区分 ―各工事１社施工

選定方法の工夫 ―希望価格提示・総合評価 発注形式・施工区分の比較

発注者：明治大学

ＣＭｒ：松田平田設計

設計者：三菱地所設計

建築工事：清水建設
電気設備工事：東光電気工事
機械設備工事：三建設備工業
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